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ロフィルムによる古今和歌集奥書集成 （三） 」 『調査研究報告
』22
が「巻六までは清輔本による校合がある」と指摘した、清輔本に基づく校合がＤ筆による書き入れに相当する。このＤ筆勘物が、清輔本のなか も「永治二年本」から「仁平四年本」へと変化していく過渡期の姿を残す唯一の佚文 あろうことについては、別稿で詳述した。ただし紙面の都合上、特徴的な勘物し
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か取り上げることができず、本文の校合についても触れられなかったため、ここにＤ筆による書き入れの全てを翻刻する。
［付記］
末筆ながら、翻刻をご許可くださいました陽明文庫文庫長名和修氏
に深謝いたします。
なお本稿は平成二二年度日本学術振興会科学研究費補助金・若手研
究（Ｂ）課題番号
22720093
の研究成果の一部である。
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（ふなみ
かずや・神戸市立工業高等専門学校講師）
